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目的 Cisplatin + dacarbazine（+/-carmustine） に対する interleukin-2 と

interferon alfa-2b の併用効果を調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

評価対象症例 176 例 
Cisplatin  + dacarbazine （ +/-carmustine ）  + interleukin-2 

+interferon alfa-2b・・・(biochemo)と Cisplatin + dacarbazine

（+/-carmustine）・・・（ＣＤ）のＲＣＴ 
奏効率：biochemo:25.3％,CD:20.2％ 

生存期間中央値：biochemo:11.0 月,CD:9.5 月 

で、共に有意差なし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結論 

interleukin-2 と interferon alfa-2b の併用は臨床効果を改善しない。 
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エビデンスのレベル分類（ＩＩ  ） 
化学療法剤に対する interleukin-2 と interferon alfa-2b の併用効果を

否定した論文。ただし、著者らも述べているように、使用している

interleukin-2 は低容量であり、Ｅｔｏｎらの高容量 interleukin-2 を使用

した報告と比べて相対的に生存期間中央値が短い。 
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al. Sequential biochemotherapy versus chemotherapy for 
metastatic melanoma: results from a phase III randomized trial. J 
Clin Oncol. 2002 Apr 15;20(8):2045-52. 
 
 
 

 
 




